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ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

ら
各
宇
成
年
（
男
女
共
）
者
は
奮
っ
鴛
発
表
下
さ
い
　
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
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地
七
り
の
原
因
と
其
の
対
策

　
　
漉
海
川
及
鯖
石
川
は
東
頸
城
郡
東
部
六
ケ

　
村
が
水
源
地
帯
で
あ
り
、
又
主
幹
川
で
あ
り

ま
す
．
河
床
嵐
土
、
砂
、
礫
と
水
成
岩
で
稀

　
に
火
成
岩
も
あ
り
、
地
形
は
山
嶽
起
伏
山
又

山
に
終
始
し
て
居
る
。

山
の
地
質
は
第
三
紀
履
に
騒
す
る
軟
弱
な
る
，

粘
土
暦
に
て
山
頂
よ
り
階
段
式
に
山
腹
を
切

均
し
』
水
田
が
造
ら
れ
他
に
な
い
異
観
を
な

し
て
お
り
ま
す
。
住
民
は
農
業
の
外
生
計
の

途
な
く
、
』
從
っ
て
寸
土
の
開
墾
と
も
吸
々
と

し
て
い
る
。

附
近
を
流
る
、
河
川
は
迂
余
屈
曲
が
甚
し
い

爲
め
、
永
年
の
間
非
公
式
に
或
は
私
設
丁
事

に
よ
つ
て
屈
曲
ケ
処
に
燧
道
を
掘
り
、
盤
掘
、

、
仁
よ
っ
℃
素
掘
り
の
捷
水
路
を
設
け
　
曲
郡

を
水
田
と
化
し
て
い
た
。
こ
れ
が
故
に
・
、
河

川
勾
配
は
急
流
の
所
盆
々
そ
の
皮
を
加
え
、

河
床
、
・
河
岸
の
防
護
施
設
な
き
た
め
縦
横
の

浸
蝕
が
甚
し
く
叉
融
雪
斯
の
響
汁
の
地
下
滲

透
に
よ
り
、
土
質
が
軟
弱
に
な
り
し
か
も
土

砂
安
定
の
足
場
と
な
る
漕
線
河
岸
は
起
立
し

て
い
る
た
め
地
下
滲
透
水
に
よ
り
浸
潤
せ
る

土
砂
ゆ
安
定
角
を
失
い
地
元
り
を
容
易
な
ら

し
め
て
い
る
、
こ
れ
等
の
理
由
を
残
し
毎
年

敷
度
に
亘
る
豪
雨
秋
春
の
林
爾
に
俘
う
洪
水
、

．
が
起
因
し
郡
内
至
る
所
に
地
七
軌
地
が
網
羅
ρ

さ
れ
て
、
い
る
コ

其
の
面
積
の
大
な
る
も
の
は
一
ケ
所
四
十
町

歩
の
拡
大
に
及
ぶ
も
の
も
あ
つ
て
土
砂
の
流
・

下
は
一
日
の
豪
雨
で
二
十
万
立
米
も
流
下
し

、
た
実
例
が
あ
鯛
下
流
に
及
ぽ
す
影
響
は
甚
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

な
も
の
で
あ
る
、
殊
に
澁
海
川
の
如
く
濃
度
、

の
高
き
濁
流
淋
多
量
の
土
砂
を
信
濃
川
へ
流

出
し
て
い
惹
。

　
ノ
ノ
ロ
ノ
ヂ
ノ
ノ
ノ
ン
ノ
ノ
ヂ

　
ド
ノ
ノ
ノ
ノ
　

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

■
松
代
恥
．
。
事
務
斯
管
内
河
川
肌
凝
〃
●
．

　
　
信
濃
川
支
流
澁
海
川
繍
諌
願
撒
灘
捕
枷
村
約
圭
○
粁
（
＋
九
里
）

　
　
鯖
　
、
右
．
．
川
｛
鵡
顯
難
鷹
黎
8
粁
（
壼
）

　
　
、

前
記
の
如
く
奇
形
歌
態
を
矯
正
す
る
に
は
砂

助
工
事
よ
噸
外
途
が
無
い
と
思
料
せ
ら
る
部
｝

ち
、
堰
堪
構
築
に
よ
り
鯉
砂
の
流
出
を
枠
止

じ
河
床
を
上
昇
せ
し
め
河
床
釘
配
を
緩
和
し

て
澱
谷
の
下
流
よ
り
上
流
へ
施
工
し
又
、
各

支
流
の
沢
々
へ
む
施
行
し
な
け
れ
ば
所
期
の

目
的
は
達
せ
ら
れ
な
い
。

二
、
水
源
禰
養
と
洪
水
の
調
節

　
漉
海
川
及
鯖
石
川
の
利
用
反
別
は
約
六
千

町
歩
の
拡
大
面
積
で
あ
り
、
六
月
～
八
月
の

昨
年
総
指
令
部
N
R
S
よ
り
実
施
踏
査
が
あ

り
国
内
石
油
資
源
と
し
て
、
北
海
疸
天
塩
油
坦

と
共
に
二
大
資
源
地
と
発
表
さ
れ
、
我
国
の

現
歌
よ
り
推
し
て
是
非
威
功
せ
し
め
た
い
と

今
春
松
之
山
村
に
帝
石
の
試
難
が
開
始
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

噸
油
田
地
開
盤
の
大
事
業
の
方
針
が
樹
立
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

た
と
聞
く
。
本
郡
束
部
全
体
が
油
田
地
帯
で

㎜
こ
の
地
下
資
源
の
探
掘
す
る
に
は
砂
防
工
箏

一
が
完
備
し
な
け
れ
ば
成
果
は
期
せ
ら
れ
な
い

㎜
と
思
う
。
．

湯
る
と
毫
に
笹
薯
示
し
た
如
－
、
｝

…
殆
ん
ど
の
地
域
が
地
七
り
地
幣
で
あ
る
か
ら
｛

漏
水
期
に
は
關
係
町
村
絃
四
苦
八
蕾
の
様
想
｝
焼
海
川
筋
に
は
支
漢
琉

を
如
実
に
表
し
、
揚
水
機
の
設
甜
又
極
端
な
■

る
例
は
昨
年
の
如
く
手
桶
に
て
田
に
給
水
を

行
い
な
が
ら
も
水
稻
を
枯
死
せ
し
め
る
等
痛

裂
な
る
心
情
を
吐
露
し
て
い
ξ
。

　
こ
れ
に
反
し
ヅ
朝
豪
雨
時
に
は
泥
潭
氾
濫
レ

　
耕
地
の
被
害
は
勿
論
家
屋
に
浸
水
す
る
等

暴
威
を
逞
し
て
い
る
。

此
の
二
つ
の
被
審
は
砂
防
工
事
の
完
備
と
充

実
に
よ
つ
て
、
輕
減
さ
れ
ξ
印
ち
水
源
の
涌
養

は
砂
泌
堰
堤
の
副
席
物
と
し
て
水
彙
を
抱
負

に
地
下
に
滲
透
し
て
除
々
に
流
下
さ
せ
又
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

堰
堤
φ
築
造
に
よ
，
っ
て
溜
池
が
数
段
に
設
け

ら
れ
た
，
形
と
な
り
洪
水
が
調
節
さ
れ
て
一
時

の
大
量
の
出
水
が
な
ぐ
な
る
か
ら
い
ま
迄
の

一
通
水
断
面
（
河
巾
）
よ
り
も
小
さ
く
て
も
よ
く

洪
水
の
氾
濫
は
防
止
さ
れ
る
。

三
、
地
下
資
源
と
砂
防
工
事

　
昔
ま
り
松
代
村
を
中
心
と
し
て
周
囲
の
各

村
に
は
、
ガ
ス
、
石
油
の
自
噴
し
て
い
る
処

・
が
諸
処
に
見
ら
れ
る
が
そ
の
成
果
は
大
荒
戸

の
如
く
難
井
に
成
功
し
な
い
も
の
が
多
い
。

そ
れ
は
地
七
り
が
あ
り
土
地
の
移
動
が
は
げ

－
し
き
た
め
、
探
拙
用
の
バ
身
プ
の
折
厨
又
切

断
等
に
よ
る
と
外
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
　
　
、
，

皿
四
、
5
結
尾

ほ

㎜
　
当
松
代
砂
防
事
務
所
管
内
を
流
れ
る
河
川

㎜
漢
谷
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
川

㎜
鯖
石
川
筋
に
ば
支
漢
流
　
　
　
　
三
二
川

㎜
計
　
　
　
　
，
　
　
　
九
三
川

　

㎜
以
上
の
河
川
じ
対
し
既
発
砂
防
士
事
施
設
は

ぬロ

㎜
堰
堤
七
六
基
、
床
固
傾
八
基
そ
の
他
護
岸
等

　
　
　
　
　
　
へ
え

㎝
か
施
工
さ
れ
て
有
効
の
効
果
を
牧
め
つ
つ
あ

ぬロ

㎜
り
ま
す
が
前
記
の
最
悪
の
條
件
を
伜
う
当
地
、

ロ

斑
と
し
で
は
誠
薇
客
る
も
㊧
、
こ
分

ぬ
㎜
敷
十
倍
の
施
設
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

り

｝
★
昭
和
二
五
年
度
施
行
予
定
工
事
』

…
　
　
工
事
費
並
所
要
勢
務
者
薮

ぬロ

皿
、
種
目
　
　
　
　
　
工
費
　
　
勢
務
延
人
員

ハロ

㎝
昭
三
年
災
害
復
旧
　
一
、
四
九
七
、
昊
南
　
春
8
人

ぬ
　
じ

ロ

…
昭
量
ゲ
、
　
　
　
　
山
ハ
β
ニ
ヘ
　
一
吾
　
二
四
8
8
、

り　

｛
昭
云
〃
　
　
　
　
　
五
D
吾
O
、
0
8
’
三
、
0
8

ゆ
　
　
　
㎜
昭
量
通
常
砂
防
工
事
五
、
三
8
、
。
8
　
晃
8
苫

ロ
ロ

㎜
　
■
計
　
天
◎
呈
五
、
冶
＝
士
、
。
吉

悶ぬロ

㎜
★
松
代
砂
防
事
務
所
管
内
地
七
り
地
面
積

囎髄
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

●

　旭画奴浦松松
計．本奈由之代
　　　川　山＼
　村村村村村村

》
…
…
…
§
ε
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●
董
ξ
ε
｝
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●
惹
夢
ぎ
E
縣
ε
藍
階
『
蓼
蓋
掌
ひ
喜
ξ
3
ぎ
●
…
L
『
多
ぎ
9
唇
置
垂
藍
2
｝
D
韮
§
を
i
卜
…
…
｝
中
茎
6
…
旨
…
峯
皇
婁
…
●
蓄
…
塞
…
…
…
蓄
3
事
…
言
3
ξ
影
　
・

　
五
一

　
七
五
、

　
五
五
、

　
三
二
、
、

　
六
九
、

　
二
五
、

三
〇
八
、

○
町
歩

四二六二〇四

○
皆
様
の
戸
籍
係
か
ら

　
　
　
　
一
、
婚
姻
屑
・
高
砂
や
何
の
そ
れ
よ
り
し
の
届

　
　
　
、
一
、
拙
生
届
・
屈
し
て
晴
れ
て
ボ
ウ
ヤ
も
新
家
庭

　
　
　
　
一
、
臓
欝
撃
暑
胤
か
ら

■一1
噂一n．

　
昭
和
二
十
．
鴻
年
｝
月
一
覧
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
民
法
、
戸
籍
法
の
大
攣
革
も
民
空
々

．
義
皆
様
の
御
協
力
仁
よ
り
ま
し
て
正
に
二
年
有
牢
、
幸
に
適
正
蜜
当
な
取
扱
い
の

　
出
未
た
こ
と
を
御
糺
巾
上
げ
ま
す
。

と
．
｝
ろ
で
こ
の
頃
の
取
扱
い
で
お
互
い
に
差
支
え
ま
し
た
こ
と
ば
毎
度
で
す
が
、

　
こ
さ
ん
も
配
給
の
移
動
証
明
と
一
諸
に
婚
姻
届
を
レ
て
下
さ
い
。
術
、
婚
姻
屈
に

　
　
　
　
　
　
　
噺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
、
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

個
の
印
鑑
が
必
要
で
す
。
戸
籍
法
上
か
ら
い
う
と
婚
姻
屈
は
、
お
嫁
さ
ん
と
、
恥

む
こ
さ
ん
と
二
人
揃
つ
て
役
場
へ
屈
出
る
こ
と
に
な
つ
で
お
り
ま
す
。

次
に
お
よ
ろ
こ
び
の
お
子
さ
ん
の
出
生
に
つ
い
て
は
先
づ
出
産
に
立
会
つ
た
医
師

助
産
婦
か
ら
三
日
以
内
に
出
生
報
告
（
今
は
ハ
ガ
キ
に
印
刷
し
て
あ
る
）
が
戸
籍
係

・
へ
來
ま
す
ー
こ
の
出
生
報
告
は
も
と
よ
う
医
師
助
産
婦
の
責
任
で
す
が
往
々
漆
家

で
預
り
三
日
と
い
う
期
日
を
過
す
場
合
が
多
い
の
で
す
。
医
師
、
助
産
婦
か
ら
直

接
役
場
へ
出
な
い
と
困
り
ま
す
。
ー
そ
れ
か
ら
お
家
か
ら
の
届
け
は
名
萌
は
つ
け
て

お
七
夜
前
後
に
一
（
十
四
日
以
内
）
出
す
の
で
す
が
、
そ
の
時
母
子
手
帳
を
持
参
し
て

ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
他
戸
籍
の
こ
と
は
何
な
り
と
も
皆
さ
ま
の
戸
籍
係
を
御
利
用
下
さ
い
。

婚
姻
届
と
出
生
屈
が
同
陣
に
な
る
ご
と
で
す
。
で
す
か
ら
、
お
嫁
さ
ん
も
、
お
む
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
鞠

は
、
お
嫁
さ
ん
も
、
お
む
こ
さ
九
適
成
年
に
達
し
て
い
肛
ば
、
御
両
親
の
同
意
は
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

必
要
な
く
、
随
っ
て
御
而
親
の
阻
鑑
も
入
り
ま
せ
ん
。
成
年
に
達
し
て
い
る
場
合
．
咄

・
の
婚
姻
屈
は
、
お
嫁
き
ん
と
、
お
む
こ
さ
ん
の
印
鍬
と
証
人
二
人
の
印
鑑
、
計
四
　
、

男
は
満
十
八
芽
、
女
嬢
満
十
六
才
に
な
ら
な
け
⑳
ば
婚
姻
は
出
來
ま
せ
ん
。
■
　
　
“

出
生
屈
の
証
明
を
受
け
、
配
給
係
の
方
の
象
族
人
員
を
場
し
、
衣
料
切
符
、
そ
の
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

他
を
交
付
さ
れ
る
順
序
で
す
か
ら
お
怠
れ
な
く
印
形
と
母
子
手
帳
を
お
持
ち
に
な
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

る
こ
と
に
お
頼
み
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

次
に
死
亡
届
の
場
合
は
死
亡
届
の
用
紙
は
、
松
代
で
は
松
代
の
各
医
師
に
あ
り
ま
　
川

す
か
ら
直
接
医
師
へ
お
寄
り
に
な
つ
て
診
断
書
と
死
亡
屑
を
頂
ぐ
こ
と
が
で
き
る
　
、
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い

こ
と
に
な
つ
て
居
り
ま
す
。
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出
生
届
に
つ
い
て
も
優
師
、
一
助
産
婦
が
立
会
つ
て
出
生
し
た
揚
合
は
役
場
へ
す
ぐ
　
㎜
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ハ

来
な
く
と
も
医
師
、
．
助
産
婦
の
所
へ
出
生
届
の
用
紙
が
配
布
し
て
あ
り
ま
す
。
　
　
．
．
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事
「
．
．
・
り
零
塁
6
…
．
，

　
　
、
囹
村
會
傍
聴
の
ぞ
き
〃

　
　
　
　
去
る
四
月
十
六
日
高
等
学
稜
々
舎
建
築

　
　
　
に
關
し
最
後
の
村
議
会
あ
る
こ
と
を
聞
い

　
　
ご
れ
は
聞
き
逃
す
べ
か
ら
す
と
朝
早
く
定

　
　
　
見
れ
ば
傍
聴
の
方
は
十
歎
人
の
内
、
松
代

　
　
特
に
致
育
に
熱
烈
の
士
市
川
牧
人
先
生
、

　
　
　
松
代
小
学
校
叢
谷
胴
校
長
先
生
ら
、

　
　
現
在
最
も
關
係
深
い
渚
み
ら
れ
る
中
学
校

　
　
　
こ
τ
｝
一
〇

　
　
　
ナ
ガ
ナ

　
　
時
間
に
到
る
や
村
長
開
会
の
挨
拶
に
は
正
．

　
　
式
議
会
で
な
く
懇
談
会
つ
あ
つ
九
、
各
議

　
　
員
の
発
言
は
其
の
度
を
重
ね
る
に
し
鳶
が
、

　
　
　
い
峻
烈
を
極
め
た
が
午
前
中
逐
い
そ
の
議

　
　
決
を
み
る
に
至
ら
す
雫
終
り
九
徹
頭
徹
尾

　
　
原
案
通
に
賛
成
を
得
ん
と
努
力
せ
ゐ
村
長

　
　
　
の
顔
は
正
に
憂
欝
の
様
に
見
え
た
、

　
　
㎜

　
　
、
「
有
志
、
高
等
学
校
職
員
、
建
築
業
者
關
係

　
ー
長
の
書
の
見
え
奉
い
の
は
以
外
の
戚
に
打

號
、
キ3
届
た
。

第　
　
・
刻
前
に
役
場
樫
上
に
待
期
し
た
。

，
聞新舘民公

吾
々
も
今
日
の
会
は
駄
目
に
な
る
か
な
と

恩
り
た
が
勇
を
鼓
し
．
て
午
後
か
ら
も
で
か

け
た
り

傍
鶏
人
は
二
入
ば
か
り
減
つ
た
、

発
言
を
持
た
な
い
吾
厚
に
は
た
9
握
り
き

ん
た
ま
で
議
員
の
如
何
な
る
発
需
あ
る
か

と
議
場
を
に
ら
ん
で
居
る
よ
り
外
は
な
い

。
午
後
開
会
と
同
時
に
伊
沢
地
匿
の
議
員

よ
り
原
案
通
り
賛
成
の
発
言
あ
り
議
場
は

・
賛
成
の
声
大
き
い
、
議
長
ば
賛
膚
多
勤
な

り
と
認
め
急
拠
正
式
議
会
の
形
式
に
う
つ

り
村
議
会
開
会
な
る
や
満
場
…
致
可
決
を

得
た
吾
等
は
心
か
ら
万
歳
を
叫
ん
だ
、

口
角
泡
を
飛
ば
し
て
対
議
し
た
議
場
も
正

に
蛎
か
な
室
氣
三
愛
レ
た
マ

村
長
の
顔
ま
た
，
〆
瞬
に
し
て
櫻
花
の
ほ
こ
’

み
び
ん
よ
り
ま
だ
朗
か
で
あ
っ
た
。

マ
こ
．
砂
上
絃
向
学
心
に
燃
え
る
学
徒
の
た
め

　
一
日
も
早
く
竣
功
の
実
現
を
み
た
い

　
　
　
　
『
昭
和
孟
、
四
、
天
松
代
の
住
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
7
凸
（
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
㎜
・
圓
感
、
蟹
市
．
珊
牧
人

　
㎜
の
声
と
共
起
や
っ
て
く
る
の
で
あ
る
ゆ

　
㎜
・
今
B
は
陽
炎
叡
ゆ
ろ
背
戸
に
出
て
生
れ
て
．

　
㎜
は
じ
め
て
の
サ
ッ
マ
イ
モ
の
苗
床
を
作
っ

　
㎜
て
い
る
と
ヒ
テ
ツ
フ
リ
奇
術
師
の
松
旭
斎

　
㎜
天
左
託
が
や
っ
て
未
て
」
夜
の
宿
を
乞
う

㎜
の
あ
つ
忙
侮
春
に
は
珍
宅
い
馨
さ

　
卵

　
㎜
勝
の
奇
術
を
好
き
だ
っ
亡
。
そ
ん
な
わ
け

　
㎜
に
な
っ
た
の
だ
。
㌦
人
澗
は
誰
も
一
藝
は
持

　
ぬ
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學
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耀
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甲
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到
蕩
無
讐
馨
き

ズ
で発月

㎜
は
じ
め
て
尋
ね
て
、
き
て
婦
人
会
か
何
か
の

4
卿
年
㎜
催
し
に
奇
術
を
や
っ
て
み
せ
て
ぐ
れ
た
男

讐
だ
．
俺
は
若
い
時
に
大
正
天
皇
に
寛
せ

和昭
㎜
し
て
大
愛
お
氣
に
い
り
だ
っ
た
と
い
う
天

鋤
㎜
で
そ
の
弟
子
の
天
左
氏
の
奇
術
も
見
る
氣

ご 代
募
葱

処
岩
の
春
弊
ル
マ
．
冗
り
、
金
魚
博

　
つ
て
い
る
略
の
だ
が
　
名
人
と
い
わ
れ
る

も
の
に
は
、
そ
こ
に
到
る
迄
の
修
養
苦
勢

と
い
う
も
の
が
壱
て
も
尊
い
も
の
だ
。

こ
れ
を
聞
く
こ
と
，
は
教
壇
に
立
つ
人
に
も

大
攣
参
誉
な
る
の
で
、
お
れ
は
い
つ
も
、

　
　
　
　
　
　
じ
ノ

機
会
あ
・
る
毎
に
こ
の
無
名
の
講
師
を
招
聴

し
そ
高
説
を
聴
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

彼
れ
が
十
七
年
間
の
修
業
も
見
せ
て
く
れ

た
奇
術
以
上
に
参
考
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
◇

双
葉
山
が
連
戦
連
勝
土
つ
か
す
の
名
声
を

綱
に
な
る
苦
心
談
と
職
員
の
座
談
会
に
臨

席
し
て
く
れ
る
様
に
願
？
だ
が
湘
土
俵
で

は
天
下
無
敵
の
双
葉
も
壇
上
で
は
畠
ち
が
、

い
、
到
底
降
参
し
て
ゆ
る
し
て
く
れ
と
の

こ
と
だ
つ
た
。
無
理
も
な
い
話
だ
。

　
　
　
　
　
ず

　
　
　
　
◇

人
間
は
御
同
様
他
人
の
長
所
を
見
た
い
。

多
く
の
人
は
自
分
を
分
不
相
応
な
偉
い
人

問
に
思
う
と
こ
ろ
か
ら
心
の
悩
み
が
出
一
．
、
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一漢
麓
磁
鮎
犠
し
さ
を
配
蛍
舗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
垂

響
家
畜
も
．
の
が
、

　
　
国
　
孤
々
の
声

　
僕
は
や
が
て
市
場
に
出
る
日
を
待
ち
あ
ぐ
ん

で
い
る
仔
牛
で
あ
る
。
僕
が
コ
コ
（
赤
兄
の
泣

く
〉
の
声
を
あ
げ
た
の
は
残
雪
深
い
越
後
の
山

村
で
あ
る
。
僕
は
父
親
の
顔
を
知
ら
な
い
。

唯
ひ
た
む
き
に
、
お
ふ
く
ろ
の
愛
情
に
よ
っ
て

育
て
ら
れ
で
き
牝
。
然
し
お
ふ
ぐ
ろ
に
毛
檜
し

て
家
の
主
人
は
僕
を
可
愛
が
っ
て
く
れ
た
。

そ
れ
で
父
を
知
ら
な
い
僕
は
家
の
主
人
を
お
や

じ
と
呼
ん
で
い
る
。

さ
て
今
日
は
お
い
た
ち
を
思
い
出
し
て
懐
レ
い

生
れ
故
郷
の
う
ま
や
に
お
ふ
く
ろ
，
乏
毎
R
樂
し

く
過
ご
し
九
時
代
の
ζ
と
を
書
い
て
み
よ
ケ
。

幼
な
時
代
の
僕
に
と
つ
て
唯
■
一
の
樂
し
み
は
お

、
ふ
く
ろ
の
オ
貰
不
で
あ
る
。
　
　

・
僕
は
和
坤
で
あ
る
か
ち
、
お
ふ
く
ろ
と
炉
っ
し

よ
に
い
て
欲
し
い
時
に
は
い
つ
で
も
オ
ツ
パ
上

を
透
む
う
こ
と
が
出
來
た
が
、
同
じ
僕
等
の
仔
｝

篠
間
で
義
牛
の
仔
星
れ
落
ち
穿
翌

　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

母
と
別
れ
人
工
哺
乳
で
育
て
ら
れ
る
の
だ
そ
う

だ
か
ら
氣
の
毒
な
も
の
だ
。

生
礼
た
当
座
十
旧
間
位
の
乳
は
味
も
愛
で
余
り
”

お
い
し
く
な
か
つ
た
。
お
や
ぢ
の
話
に
よ
る
と

・
こ
れ
は
初
乳
ど
い
う
の
だ
そ
う
で
色
は
稚
黄

色
味
を
帯
び
て
粘
着
性
が
強
い
。
化
単
的
に
は

蛋
白
質
と
灰
分
が
多
く
そ
の
割
合
に
脂
肪
と
乳

糖
が
少
な
い
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
此
の
．

初
乳
は
生
れ
た
ば
か
り
の
僕
等
の
胃
腸
の
働
き

を
よ
く
し
、
又
胎
便
を
排
出
さ
せ
た
り
、
腸
内

の
有
害
な
バ
．
ク
テ
リ
ヤ
を
な
く
す
る
等
大
攣
役

に
立
つ
分
だ
そ
う
で
あ
る
。
僕
は
生
れ
て
孚
月

程
し
た
ら
廣
い
処
を
と
び
廻
っ
て
み
た
く
て
仕
．

様
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
或
る
甘
こ
っ
そ
り
馬

栓
棒
の
問
か
ち
抜
け
出
し
て
家
の
中
を
と
び
歩
、

い
た
ら
、
お
や
ぢ
に
ど
な
ら
れ
て
、
と
う
／
＼

又
う
ま
や
へ
追
い
込
ま
れ
て
了
つ
た
。

然
し
家
の
お
や
ぢ
は
僕
を
よ
く
可
愛
が
っ
て
く

れ
る
の
で
霊
融
け
を
ま
つ
て
厩
の
外
に
僕
の
た
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【
告
知
板
】

◎
ゴ
ム
，
履
物
規
則
が
四
月
十
三
日
よ
り
贋

　
止
に
な
り
ま
し
た
各
關
係
者
は

H
発
券
事
務
ば
一
切
停
止
す
る
こ
と
、

⇔
本
事
務
の
残
務
を
整
理
し
て
不
時
の
照

　
　
　
合
に
備
え
る
ζ
と

日
特
に
発
券
数
量
、
未
発
雰
敷
量
を
各
四

　
孚
期
毎
に
区
分
t
保
存
し
．
お
く
こ
と
．

◎
臨
時
種
痘
砂
追
加
種
痘
が
十
同
よ
か
実

　
施
さ
れ
ま
す
。

該
当
者
は
進
ん
で
受
け
て
下
き
い
今
便
受

け
る
者
は
昨
秋
φ
臨
時
接
種
の
際
、
出
激

ぎ
、
病
氣
そ
の
他
で
都
合
悪
く
て
受
け
な

い
者
全
部
で
す
該
当
者
は
近
同
中
に
通
知

を
い
た
し
ま
す

◎
種
山
羊
増
殖
指
定
地
運
営
．
協
議
会
開
か

る
四
月
二
十
五
同
於
松
，
代
農
協
組
合
そ
の

議
案
は

H
二
十
四
年
度
の
各
指
定
地
の
山
羊
の
事

　壺円

⇔
本
年
度
の
縣
事
業
計
画
に
つ
い
て

㊧
本
年
度
の
本
村
山
羊
組
合
の
事
業
計
画
，

　
等
々
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ
ム
ア
サ
ロ
き
コ
ド

に
情
む
に
当
ら
な
い
。
我
は
凡
夫
な
駐
の

自
鍋
は
、
我
は
米
の
飯
な
り
、
我
は
大
地

な
り
，
、
大
室
な
り
砂
自
豊
を
相
通
す
る
。

　
　
　
　
◇

他
人
を
責
め
畜
場
合
お
れ
達
は
と
，
か
く
そ

の
人
の
爲
そ
の
も
の
を
眞
に
思
、
つ
て
い
る

よ
り
も
自
分
が
え
ら
い
ぞ
と
い
う
事
を
示

プ

そ
う
と
す
る
心
の
先
に
立
っ
て
い
る
こ
と

が
多
い
。
浅
ま
し
い
こ
壱
だ
。
　
　
　
　
’

な
る
べ
く
人
の
長
所
を
見
て
短
所
を
兄
な

い
こ
と
に
し
た
い
。
お
れ
が
奇
術
士
か
ら

で
為
多
ぐ
の
学
ぶ
べ
き
教
壇
上
の
奥
義
を

つ
か
ま
ん
と
す
る
心
も
全
く
そ
れ
で
あ
っ

た
。
　
　
　
　
◇

い
や
お
れ
も
ひ
と
か
ど
の
奇
術
士
に
な
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

た
。
・
刀
の
匁
を
渡
る
様
な
生
活
を
し
て
い

る
が
そ
れ
で
も
ど
う
や
ら
落
ち
な
い
で
進

ん
で
い
る

　
　
　
　
φ

蛙
が
鳴
く
。
小
鳥
が
唄
う
。
陽
炎
が
燃
え

る
。
若
堰
を
摘
軟
子
供
の
群
が
、
あ
の
山

に
も
、
こ
の
野
に
も
チ
ラ
ホ
ラ
見
え
る
．
＝
、

　
　
ヲ

　
め
に
蓮
動
湯
を
作
つ
て
く
れ
た
。
生
弟
て

　
始
め
て
春
の
う
ら
ら
か
な
太
陽
を
浴
ぴ
て

　
大
地
を
踏
ん
だ
時
僕
の
喜
が
は
ど
ん
喀
だ

　
っ
沈
ろ
う
。
僕
は
一
ケ
月
位
し
た
ら
オ
才

　
ク
・
の
飼
槽
に
顧
を
つ
つ
こ
ん
で
オ
フ
ク

　
・
の
え
さ
を
な
め
た
り
し
た
も
の
だ
。
、

　
し
か
も
僕
の
大
好
物
は
な
ん
と
．
い
つ
て
も

　
青
い
若
草
で
あ
る
。
オ
ヤ
ジ
の
話
に
よ
番

　
と
近
所
の
僕
の
友
達
は
余
り
色
々
な
も
の

　
を
食
ぺ
さ
せ
ら
れ
て
胃
腸
を
こ
わ
し
途
に

　
ガ
ス
を
た
め
て
と
う
ノ
＼
死
ん
で
し
ま
つ

　
た
そ
う
で
あ
る
氣
の
毒
な
こ
と
だ
。
そ
れ

，
だ
か
ら
、
僕
が
長
く
飼
槽
に
頸
を
突
込
ん

　
で
い
る
と
オ
7
ク
・
獄
す
ぐ
に
僕
を
し
か

　
り
つ
け
る
。
や
は
り
胃
腸
が
未
だ
充
分
丈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
夫
に
な
っ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
余
り
色

　
々
な
も
の
を
食
ぺ
な
い
方
が
よ
い
ら
し
い

　
オ
ヤ
ジ
は
よ
く
こ
ん
な
こ
と
を
言
う
て
い

　
た
。
和
牛
の
仔
は
普
題
家
畜
市
場
へ
出
す

慕
繍
鵠
巌
藷
響
欄
㌶
蒙

　
に
育
て
る
に
は
親
の
乳
が
沢
山
出
る
よ
う

　
に
し
で
や
る
こ
と
が
臼
一
番
肝
腎
だ
。
そ
れ

　
に
は
ま
づ
母
牛
の
え
ざ
を
よ
く
，
し
て
や
る

　
こ
と
だ
と
。
而
し
僕
は
大
ざ
く
な
る
に
つ

　
れ
て
乳
だ
け
で
は
も
の
た
り
な
く
な
り
、

　
　
　
ゑ

草
葱
食
う
こ
と
や
敷
藁
を
食
う
こ
と
も
畳

、
え
た
。
そ
し
て
三
ケ
月
位
に
な
っ
た
ら
ガ

　
ん
く
オ
フ
ク
．
・
の
え
さ
も
食
べ
れ
る
様

に
な
っ
た
。
僕
達
仔
牛
は
往
々
食
い
過
ぎ

を
す
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
食
慾
と
か
元
氣

、
そ
れ
か
ら
腹
の
大
き
さ
等
に
氣
を
つ
け

て
い
て
も
ら
い
た
い
。
今
年
は
物
債
も
下

つ
た
が
僕
達
の
値
段
も
下
つ
た
ら
し
い
っ
．

同
僚
の
仔
牛
諸
君
よ
早
く
立
派
に
生
長
し

・
て
少
し
で
も
よ
け
い
に
オ
ヤ
ジ
達
の
フ
ト

　
コ
・
を
喜
ば
せ
て
や
ろ
う
ぜ
。

　
、ザ
ー
レ
　
・
甲
小
野
島
茂
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大
．
豆
の
・
裁
培

需
用
に
対
す
る
国
内
生
産
量
の
不
足
乏
食

生
活
の
改
善
の
面
か
ら
大
豆
の
栽
培
は
極

め
て
將
来
性
が
あ
る
と
云
わ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
、
犬
豆
は
人
体
の
榮
養
給
源
と
し
て

重
要
で
あ
る
ば
か
り
で
な
べ
粗
放
栽
培
に

耐
へ
而
も
地
方
維
持
作
物
と
し
て
当
地
で

鳳
畑
作
物
中
主
要
な
作
物
の
一
・
種
で
あ
る

。
，
次
に
之
が
栽
培
に
当
り
考
慮
す
べ
き

点
を
墨
げ
れ
ば
、

．
一
、
適
地

　
大
豆
は
生
育
中
概
し
で
温
暖
で
霧
と
夜

の
氣
温
の
差
が
大
き
く
適
当
な
灘
氣
が
あ

り
臼
照
の
多
い
氣
候
を
好
み
酸
性
土
壌
争

嫌
い
一
般
に
燐
酸
、
、
石
灰
、
加
里
に
富
ん

だ
壊
土
が
適
し
て
い
る
。

二
、
、
品
’
種

・
晶
種
が
入
混
っ
て
い
る
と
草
型
や
生
育

が
不
揃
に
な
り
作
業
に
も
不
便
が
多
い
の

イを

治

郎

　
　
　
コ
ひ
ゾ
　
　
　
ノ
ド
い
ヤ

ド
ヘ
ペ
パ
　
　
　
　
　
　
　
る
ハ
ノ
レ
プ

　
．
㌧
，
ハ
ー
2
雄

＼
’
鋤
り
弁

　
ξ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
右
の
中
新
．
二
号
は
吐
眸
や
肥
沃
の
畑
地
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
早
播
、
◎
る
に
適
ル
、
刈
崩
瀧
谷
憶
癖
地
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
麦
の
間
作
に
適
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝
新
噌
号
は
蹄
．
畔
や
肥
沃
畑
蕉
適
す
が
奥
羽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
一
三
号
は
適
応
性
が
高
く
各
地
に
栽
培
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝
れ
る
。
■
　
新
二
号
も
適
応
性
な
高
い
が
倒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
伏
し
や
す
く
稽
々
癖
地
忙
適
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
赤
爽
は
畦
絆
や
由
尉
地
精
の
稽
々
癖
地
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
適
し
て
じ
惹
。
荷
最
近
新
し
く
出
た
晩
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
－
の
新
四
号
は
大
粒
種
で
草
丈
高
く
枝
も
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿
ぐ
膚
茨
激
も
多
い
多
牧
性
の
品
種
で
適
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
性
が
極
め
ぞ
膏
い
の
で
畦
畔
、
畑
地
は
勿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
論
挽
播
に
適
適
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
ご
二
、
播
種
期
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
減
の
発
芽
温
度
は
囁
氏
…
○
度
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
篇
で
あ
る
か
ら
鯨
σ
早
す
ぎ
る
と
温
度
不
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
た
逸
発
芽
に
長
い
最
が
な
り
結
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
ば
よ
く
な
い
。

。
で
純
正
な
軍
一
の
品
種
を
作
る
こ
ど
が
大
｛
ま
た
大
ロ
醸
霜
に
弱
い
作
物
だ
か
ら
晩
霜

b
切
で
あ
る
。
　
－
　
　
　
F
　
　
　
　
　
　
｝
の
心
配
が
あ
る
う
ち
は
蒔
げ
な
い
。

　
荷
品
種
に
紫
色
ψ
班
点
が
毒
る
の
は
紫
班
…
む
か
し
反
対
に
蒔
時
飯
余
り
お
く
れ
て
も

　
病
悲
云
ふ
病
氣
に
か
、
づ
て
い
る
も
の
で
…

結
果
は
よ
ぐ
な
い
か
ら
土
壊
温
度
が
撮
氏
、

　
あ
協
か
修
種
子
と
し
て
用
い
て
は
い
け
な
、
…
｝
○
度
以
上
に
な
っ
て
霜
害
の
心
配
が
な

　
い
。
品
種
歎
も
秦
国
的
に
は
大
麺
多
く
生
㎜
く
な
つ
t
略
成
可
イ
早
く
蒔
く
の
が
よ
い

　
育
日
歎
も
八
○
日
ぐ
ら
い
か
ら
二
〇
〇
日
．
㎜
が
晩
生
種
は
少
し
お
く
れ
た
方
が
よ
い

　
ぐ
ら
い
に
艮
哀
も
の
も
あ
乃
が
大
豆
を
壇
㎜
，
四
、
播
種
ザ
量
■

　
牧
す
る
に
は
先
づ
第
一
に
そ
の
土
地
叢
適
…
　
種
子
の
蒔
量
が
余
り
少
い
と
一
本
《
’

　
し
た
も
0
を
選
ぶ
こ
と
が
何
よ
り
大
切
だ
㎝
、
は
大
き
く
な
る
が
全
体
の
牧
董
が
少
く
な

　
か
ら
從
來
作
ら
肛
て
い
る
品
種
中
で
も
堆
…
り
、
多
す
ぎ
れ
ば
徒
長
し
て
爽
付
が
少
く

．
収
す
る
も
の
は
決
し
て
捨
て
る
必
要
は
奪
唖
収
量
が
お
ち
る
、
荷
播
種
期
、
，
晶
種
、

　
い
が
本
縣
の
奨
働
品
種
に
は
左
記
の
七
種
、
…
土
壌
、
氣
候
、
作
り
方
な
ど
に
よ
つ
て
異

　
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
る
が
　
畦
巾
一
尺
八
寸
内
外
論

星
種
契
豆
新
三
号
苅
縄
谷
・
榊
，
株
間
六
毛
寸
の
テ
三
藩

　
　
　
　
　
大
豆
新
喜
　
　
　
　
…
が
普
通
と
云
い
よ
う
。

　
中
生
種
皿
大
豆
新
二
号
　
奥
朋
…
三
号
　
㎜
五
、
蒔
方
乏
覆
土

・
晩
生
種
∬
大
豆
新
四
号
、
赤
’
棊
　
　
，
、
大
豆
を
蒔
く
場
合
畑
を
耕
起
し
な
い
で
蒔

ヨ
…
§
藝
6
。
．
．
働
．
…
韮
…
．
肇
・
…
…
…
§
…
…
…
…
g
§
…
…
…
：
…
3
甚
書
。
…
…
。
…
臼
…
…
…
…
・
・
』
…
…
・
…
…
…
…
…
●
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
・
…
…
…
…
…
ξ
§
駒
h
…

．
穴
を
つ
く
り
種
子
を
蒔
、
い
て
か
ら
衷
而
の

皿
土
だ
け
創
っ
そ
草
を
除
け
惹
方
法
も
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
る
。
覆
土
の
厚
さ
は
土
の
輕
重
、
乾
燥
の
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
度
合
、
種
子
の
大
少
等
に
よ
っ
て
違
ふ
が
『

皿一
が
一
般
に
よ
く
耕
起
し
て
整
地
す
る
こ
と
｝

一～
が
望
ま
し
い
。

ε
れ
箋
芽
易
論
そ
の
後
の
告
も
よ

ハハ・
㎜
く
雑
草
の
生
え
方
が
少
く
な
る
か
ら
で
あ
㎝

二
般
に
浅
い
方
が
発
芽
を
害
さ
れ
る
こ
と

ハ

｝
が
少
い
。
砂
土
で
は
三
、
四
寸
か
け
て
も

　

㎜
さ
ほ
ど
支
憬
は
な
炉
が
土
壊
が
重
い
場
合

に
は
降
雨
の
後
土
が
固
つ
て
発
芽
を
害
す

る
こ
と
が
多
い
か
ら
普
通
一
寸
位
が
適
当

で
ら
る
、
併
し
士
が
乾
く
と
こ
で
は
覆
土

が
浅
炉
と
種
子
が
発
芽
に
必
要
な
水
分
に

不
足
し
発
芽
に
日
藪
が
か
、
り
そ
の
間
に

、
色
々
の
障
害
を
う
け
る
か
ら
厚
R
に
す
る

方
が
よ
い
。

六
－
根
瘤
菌
の
働
き
，

　
盛
ん
に
生
育
し
て
い
る
大
豆
を
引
ぬ
い

て
見
る
と
根
に
少
さ
な
粒
々
が
た
く
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

つ
い
て
い
る
。
こ
れ
が
根
瘤
菌
で
根
瘤
菌

と
い
ふ
細
菌
が
大
豆
の
根
に
寄
生
し
て
で

塾
た
瘤
で
あ
る
。

根
瘤
菌
は
大
豆
の
根
に
寄
生
し
た
当
初
鳳

自
分
が
繁
殖
す
る
た
め
に
大
豆
か
ら
養
分

を
と
る
の
で
大
豆
の
生
育
を
多
少
繁
き
い

る
が
そ
の
後
は
大
豆
の
生
育
に
必
要
な
窒

素
分
を
與
へ
る
の
で
な
か
，
邸
大
切
な
働

を
す
る
。
　
從
っ
て
大
豆
を
作
る
勝
合
窒

素
質
肥
料
は
根
瘤
菌
が
窒
素
分
を
大
豆
に

供
給
す
る
よ
う
に
な
る
迄
の
間
大
豆
が
必

要
と
す
る
だ
け
與
叩
れ
ぱ
よ
い
ヒ
と
に
な

る
。
根
り
う
菌
ば
酸
性
土
擾
を
嫌
ヲ
か
ら

土
襲
が
酸
性
の
場
合
は
石
茨
を
ま
い
て
之

を
改
良
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
う
又
根
り

う
菌
は
好
氣
性
の
細
菌
で
あ
惹
か
ら
そ
砂

繁
殖
を
盛
に
す
る
に
は
中
耕
を
行
い
ナ
壌

φ
通
氣
を
よ
く
す
る
の
が
大
切
で
あ
る
。

七
、
肥
料
の
や
り
方

、
“
曜
■
諺
識
噂
q
罵
圏
ヨ
喝
唱
d
■
鴫
、
翼
ヨ
ヨ
…
雪
冨
ぽ
q
嘱
当
ヨ
電
』
■
■
噌
‘
『
噛
‘
鴫
ー
ヨ
，
4
6
9
嘱
『
q
『
“
コ
輔
4
‘
弓
『
コ
ヨ
‘
亀
■
唾
■
U
璽
盟
周
コ
4
剛
貞
■
●
『
夢
亀
●
き
『
c
～
亀
吐
・
暢
雪
マ
■
角
■
ヤ
『
一
亀
喝
3
9
冨
■
6
コ
ー
－
噂
ψ
曜

一
大
扇
に
は
桜
り
う
伽
か
祭
素
を
供
給
す
る

　
の
で
窒
素
質
、
肥
料
は
余
り
與
へ
る
必
要
な

　
い
が
前
に
も
述
ぺ
た
様
に
根
り
う
菌
が
大

二
旦
の
根
に
什
い
た
当
初
し
ば
ぢ
く
の
間
は

7
窒
素
沿
を
供
給
し
ね
い
で
増
牧
を
図
る
に

　
は
そ
れ
迄
の
つ
な
ぎ
と
し
て
少
量
の
窒
素

｝
質
肥
料
（
硫
安
『
〆
目
）
程
度
を
與
へ
る
と

底
い
殊
に
崖
品
種
の
場
倉
は
そ
の
効

栴
果
著
し
い
。
禽
燐
酸
が
不
足
す
る
吉
葉
が

濃
縁
色
に
な
り
生
育
が
悪
く
熟
期
が
逞
れ

結
実
も
悪
く
品
質
は
非
常
に
低
下
す
を
。

　
又
加
里
が
不
足
す
る
と
葉
の
ま
わ
り
に
黄

縁
色
ま
た
は
赤
褐
色
の
班
点
が
あ
ら
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

葉
が
ち
y
れ
て
下
に
垂
れ
生
育
が
悪
く
な
p

る
。
　
大
豆
は
加
里
を
吸
牧
す
る
カ
の
弱

い
作
物
の
一
つ
と
云
わ
れ
て
い
る
が
比
較

的
多
く
の
加
里
分
を
必
要
と
す
る
作
物
で

あ
る
か
ら
増
収
を
図
る
に
は
加
里
分
を
不

足
し
な
い
様
に
施
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

。
根
り
ケ
菌
が
酸
性
に
弱
い
こ
と
は
前
に
・

述
ぺ
た
通
P
で
あ
る
が
、
・
大
豆
自
身
も
酸

、
．
性
に
弱
い
作
物
だ
か
ら
酸
性
土
壌
に
は
石

恢
を
撒
に
て
土
壊
を
改
良
し
て
か
ら
播
く

0
が
よ
い
、
そ
こ
で
燐
酸
加
里
、
石
茨
、

窒
素
の
施
用
量
は
土
質
、
種
類
に
よ
つ
て

違
っ
て
く
る
が
大
体
反
当
り
の
燐
酸
、
加

里
分
は
一
〆
二
〇
〇
目
内
外
　
石
茨
一
五

〆
内
外
窒
素
分
八
○
○
目
内
外
が
普
通
と

云
え
よ
う
。

八
、
管
　
　
理

　
．
早
期
間
引
や
補
植
は
是
非
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
、
室
氣
の
流
通
を
図
り
、

雑
草
を
除
去
し
倒
伏
を
防
ぐ
た
め
中
耕
、
・

愁
草
、
土
寄
は
大
切
な
作
業
で
あ
る
。

雑
草
は
よ
く
耕
起
整
地
し
た
畑
で
き
え
油

断
も
す
き
も
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

ま
し
て
整
地
し
な
い
で
削
り
蒔
を
し
た
場

合
は
全
く
大
攣
で
あ
る
、
併
し
こ
の
場
合

も
第
一
同
の
中
耕
を
よ
く
や
れ
ば
雑
草
の

蔓
延
を
お
さ
え
る
の
に
役
立
つ
．
．

蝋
傾
斜
の
ひ
ど
い
乏
こ
ろ
で
は
土
よ
せ
も
で
き

な
い
が
、
傾
斜
の
ゆ
る
い
と
こ
ろ
や
李
地
で

は
土
よ
せ
を
か
ね
て
中
耕
を
二
、
三
同
や
る

こ
と
が
大
切
で
大
豆
は
開
花
後
相
当
多
量
の

水
分
を
必
要
と
す
る
作
物
だ
か
ら
開
花
の
始

る
ま
で
に
二
～
三
掲
中
耕
し
て
お
け
ば
そ
れ

に
よ
づ
て
深
根
が
多
く
な
る
か
ら
乾
燥
に
も

た
え
充
分
に
開
花
結
実
す
る
。
、

九
、
病
　
虫
　
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

大
豆
の
病
氣
に
は
モ
ザ
イ
ツ
ク
病
、
紫
耕
病

、
萎
黄
病
等
あ
る
が
症
歌
等
許
細
述
ぺ
る
と

長
く
な
る
の
で
防
除
法
た
け
簡
践
に
述
、
べ
る

と
モ
ザ
ィ
ッ
・
ク
病
パ
葉
が
ち
g
れ
て
冷
体
が

萎
縮
す
る
病
氣
）
は
病
氣
が
で
た
畑
か
ら
種

子
を
と
ら
ね
い
こ
乏
。
ガ
虫
を
驕
除
す
る
こ
『

と
で
紫
班
病
は
種
子
に
素
の
，
班
点
あ
る
も
の

を
播
か
な
い
こ
と
、
萎
黄
病
只
，
一
名
月
夜
立

枯
叉
は
嫌
地
病
）
は
病
株
を
ぬ
き
と
つ
て
嬢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
ノ

捨
て
そ
の
畑
に
は
五
λ
六
年
大
豆
を
侮
ら
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

こ
と
、
D
D
と
云
ふ
土
壌
消
毒
藥
も
あ
る
が

現
在
の
と
こ
ろ
非
常
に
高
債
で
実
用
に
な
ら

な
い
。
爾
虫
害
も
ヒ
メ
戸
ガ
ネ
、
マ
メ
シ
ン
・

ク
イ
ガ
、
ダ
イ
ヅ
サ
ヤ
タ
マ
バ
イ
等
あ
る
が

何
れ
も
D
D
T
、
B
H
C
を
上
手
に
使
ふ
こ

と
に
よ
っ
て
駿
除
さ
れ
る
。
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ヨ
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3
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昌
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舶

、
犬
を
飼
つ
て
い
る
方
へ

目
下
狂
，
犬
病
が
各
地
に
猛
威
を
ふ
る
い
毎
日
．

籔
十
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。

狂
犬
病
を
防
ぐ
た
め
に
本
村
で
は
左
記
に
よ

り
本
年
度
の
第
一
回
在
九
病
予
防
注
射
を
行

い
ま
す
①
実
施
期
日

②
実
施
膓
所

③
手
歎
料

④
鑑
札
料

五
月
二
十
臼
自
午
前
九
時

　
　
　
　
　
至
〃
』
十
時

本
村
役
務
前

金
百
円
持
参
の
事

三
百
円

、
蛍
犬
を
飼
つ
た
ら
七
日
以
内
に
役
場
で
縣
の

　
畜
犬
鑑
札
を
受
け
て
下
さ
い

蛍
受
け
て
い
な
い
人
は
五
月
二
十
日
ま
で
に

　
必
す
鑑
札
を
受
け
て
下
さ
い

★
予
防
溢
射
や
鑑
札
を
受
け
な
い
と
罰
せ
ら

　
れ
ま
す
。
　
　
　
　
（
衛
生
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